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は
じ
め
に

　

唐
の
李
延
壽
が
著
し
た
『
南
史
』
八
十
卷
、『
北
史
』
一
百
卷
（
以
下
、「
南

北
史
」
と
総
称
）
は
、
高
宗
の
顯
慶
四
（
六
五
九
）
年
に
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
。

高
宗
は
、
両
書
の
た
め
に
、
自
ら
序
を
著
し
た
と
い
う
）
1
（

。
南
北
朝
の
正
史
に
つ

い
て
は
、
高
祖
李
淵
の
六
代
史
編
纂
の
試
み
を
承
け
て
、
太
宗
の
貞
觀
三
（
六

二
九
）
年
、
五
代
史
編
纂
の
詔
が
下
っ
た
。
房
玄
齡
・
令
孤
德
棻
の
総
監
の
も

と
、
貞
觀
十
（
六
三
六
）
年
に
は
、
姚
思
廉
の
『
梁
書
』・『
陳
書
』、
李
百
藥

の
『
北
齊
書
』、
令
孤
德
棻
ら
の
『
北
周
書
』、
魏
徵
ら
の
『
隋
書
』
の
五
代
史

が
完
成
す
る
）
2
（

。
こ
れ
ら
に
欠
け
て
い
た
志
に
つ
い
て
も
、
貞
觀
十
五
（
六
四
一
）

年
に
、「
五
代
史
志
」
編
纂
の
詔
が
下
り
、
高
宗
の
顯
慶
元
（
六
五
六
）
年
に

は
完
成
し
て
、
や
が
て
『
隋
書
』
の
志
と
さ
れ
る
）
3
（

。

　

す
で
に
完
成
し
て
い
た
沈
約
の
『
宋
書
』、
蕭
子
顯
の
『
南
齊
書
』、
魏
收
の

『
魏
書
』
に
加
え
て
、
皇
帝
の
詔
に
よ
り
南
北
朝
後
半
の
正
史
が
編
纂
さ
れ
て

い
た
に
も
拘
ら
ず
、
高
宗
は
な
ぜ
李
延
壽
の
「
南
北
史
」
を
高
く
評
価
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
南
史
』・『
北
史
』
の
普
及
に
よ
り
、
宋
代
に
は
『
南

齊
書
』・『
北
齊
書
』
な
ど
は
む
ろ
ん
、『
魏
書
』
や
『
宋
書
』
に
ま
で
欠
卷
が

生
ず
る
ほ
ど
、「
南
北
史
」
が
読
ま
れ
た
理
由
は
）
4
（

、
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
李
延
壽
の
「
南
北
史
」
の
特
徴
か
ら
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
考
察
す
る

も
の
で
あ
る
。

一
、「
南
北
史
」
の
体
裁
と
原
史
料

　

李
大
師
は
、
編
年
體
の
南
北
朝
通
史
の
執
筆
を
構
想
し
て
、
編
纂
を
開
始
し

て
い
た
が
、
志
半
ば
で
貞
觀
二
（
六
二
八
）
年
に
死
去
し
た
。
李
延
壽
は
、
崇

文
館
學
士
な
ど
を
務
め
、『
隋
書
』
や
『
晉
書
』
の
編
纂
に
参
与
す
る
一
方
で
、

父
の
南
北
朝
史
編
纂
の
志
を
承
け
継
ぎ
、
十
六
年
か
け
て
『
南
史
』
八
十
卷
、

『
北
史
』
百
卷
を
完
成
さ
せ
た
。

　
『
北
史
』
卷
一
百 
序
傳
に
は
、
顓
頊
高
陽
氏
に
遡
る
「
隴
西
の
李
氏
」
の
家

李
延
壽
「
南
北
史
」
の
大
一
統

渡
　
邉
　
義
　
浩
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傳
が
、
李
大
師
・
李
延
壽
父
子
ま
で
描
か
れ
る
。
李
大
師
の
傳
は
、
そ
の
史
書

の
構
想
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
李
）
大
師 

少
く
し
て
著
述
の
志
有
り
。
常
に
以お
も

へ
ら
く
、
①
宋
・
齊
・

梁
・
陳
、
魏
・
齊
・
周
・
隋
は
南
北
に
分
隔
せ
ば
、
南
書
は
北
を
謂
ひ
て

索
虜
と
爲
し
、
北
書
は
南
を
指
し
て
島
夷
と
爲
す
。
又
②
各
掩
其
の
本
國

は
周
悉
す
る
も
、
別
國
を
書
す
に
竝
び
に
備
ふ
る
能
は
ざ
る
を
以
て
、
亦

た
往
往
に
し
て
實
を
失
ふ
と
。
常
に
改
正
せ
ん
と
欲
し
、
③
將
に
吳
越
春

秋
に
擬
へ
、
編
年
し
て
以
て
南
北
を
備
へ
ん
と
）
5
（

。

　

李
大
師
は
、
①
宋
・
齊
・
梁
・
陳
の
南
朝
と
北
魏
・
北
齊
・
北
周
・
隋
の
北

朝
と
は
、
史
書
が
互
い
に
「
索
虜
」「
島
夷
」
と
呼
び
合
っ
て
い
た
と
批
判
す

る
）
6
（

。

　

た
と
え
ば
、
沈
約
は
、
元
嘉
二
十
七
（
四
五
〇
）
年
、
北
魏
が
劉
宋
に
侵
寇

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
宋
書
』
卷
九
十
五 

索
虜
傳
に
お
い
て
、
江
南
を
「
神

華
」
と
表
現
し
た
う
え
で
、
北
魏
の
侵
入
に
対
し
て
天
子
（
文
帝
）
は
、「
天
下
」

を
挙
げ
て
対
抗
し
た
、
と
記
す
。
こ
こ
で
の
「
天
下
」
は
、
劉
宋
の
領
域
と
同

義
で
あ
り
、『
宋
書
』
は
江
南
の
み
を
指
す
「
天
下
」
概
念
と
大
一
統
の
放
棄

を
特
徴
と
す
る
）
7
（

。

　

一
方
、
魏
收
は
、
劉
宋
を
「
島
夷
劉
裕
」、
南
齊
を
「
島
夷
蕭
道
成
」、
梁
を

「
島
夷
蕭
衍
」
と
し
て
列
傳
で
扱
い
、『
魏
書
』
島
夷
蕭
道
成
・
島
夷
蕭
衍
傳
の

「
史
臣
曰
く
」
に
お
い
て
、
南
齊
と
梁
を
「
自
ら
王
者
に
擬
」
す
だ
け
の
存
在
で
、

春
秋
末
期
の
吳
・
越
に
も
劣
る
と
す
る
。
魏
收
は
、
北
魏
こ
そ
南
朝
を
滅
ぼ
し

て
大
一
統
を
達
成
す
べ
き
中
華
の
正
統
国
家
で
あ
る
こ
と
を
南
朝
の
王
権
を
全

面
的
に
否
定
す
る
こ
と
で
明
確
に
表
現
す
る
）
8
（

。

　

し
か
し
、『
魏
書
』
は
北
齊
を
正
統
と
す
る
た
め
、
西
魏
↓
隋
↓
唐
の
正
統

性
を
明
示
す
る
こ
と
は
な
い
）
9
（

。
し
か
も
、
李
大
師
が
、
②
自
分
の
国
の
こ
と
は

詳
細
に
書
け
て
も
、
他
国
の
こ
と
は
備
わ
ら
な
い
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
南
北

に
偏
り
な
く
、「
實
を
失
」
う
こ
と
な
い
歴
史
記
述
は
、
こ
れ
ま
で
の
正
史
で

は
行
い
得
て
は
い
な
い
。
南
朝
・
北
朝
の
歴
史
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
中
心
で
あ

る
こ
と
を
是
正
し
、
双
方
を
対
照
し
て
、「
南
北
史
」
の
記
述
に
矛
盾
の
起
こ

ら
な
い
よ
う
編
集
し
た
う
え
で
、
何
よ
り
も
南
朝
と
北
朝
の
正
統
性
を
と
も
に

唐
が
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
李
延
壽
は
、「
南
北
史
」
を
③
『
吳
越
春
秋
』
に
準
え
て
、
編
年

體
で
書
き
た
い
と
の
李
大
師
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
『
吳
越
春
秋
』
は
、
後
漢
の
趙
曄
が
撰
し
た
後
、
楊
方
・
皇
甫
遵
が
手
を
加

え
た
も
の
が
現
行
本
と
さ
れ
る
、
人
物
を
中
心
と
し
た
編
年
體
の
通
史
で
あ
る
）
10
（

。

淸
の
紀
昀
の
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
に
、「
未
だ
多
く
附
會
を
免
れ
ず
（
未

免
多
所
附
會
）」、「
尤
も
小
説
家
の
言
に
近
し
（
尤
近
小
説
家
言
）」
と
評
さ
れ

る
よ
う
に
、
物
語
的
な
通
史
で
分
か
り
や
す
い
）
11
（

。
李
延
壽
は
、
父
の
同
様
、
人

物
を
中
心
と
し
た
物
語
的
で
分
か
り
や
す
い
通
史
を
目
指
し
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

こ
の
た
め
「
南
北
史
」
は
、
と
も
に
詔
令
や
上
奏
文
の
多
く
を
削
っ
て
叙
事

に
重
点
を
置
き
、
記
述
の
総
量
は
も
と
に
し
た
斷
代
史
の
半
分
ほ
ど
で
あ
る
が
）
12
（

、

そ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
も
多
い
。
そ
の
際
、
李
延
壽
が
規
範
と
し
た
體
例

は
、『
吳
越
春
秋
』
で
は
な
く
『
史
記
』
で
あ
っ
た
。
李
延
壽
は
、「
南
北
史
」

編
纂
の
経
緯
を
記
し
た
上
奏
文
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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凡
そ
八
代
、
合
は
せ
て
二
書
と
爲
す
。
一
百
八
十
卷
、
以
て
①
司
馬
遷
の

史
記
に
擬
ふ
。
此
れ
八
代
に
就
く
。
而
る
に
梁
・
陳
・
齊
・
周
・
隋
の
五

書
は
、
是
れ
貞
觀
中
に
敕
撰
せ
ら
る
る
も
、
十
志 

未
だ
奏
せ
ざ
る
を
以
て
、

本 
猶
ほ
未
だ
出
で
ず
。
然
る
に
其
の
書
及
び
志
、
始
末
は
是
れ
臣
の
修

む
る
所
な
り
。
臣 

既
に
夙
に
慕
尙
を
懷
き
、
又 

備
へ
て
尋
聞
す
る
を
得
、

②
私
か
に
抄
錄
を
爲
す
こ
と
、
一
十
六
年
、
凡
そ
獵
略
す
る
所
、
千
有
餘

卷
な
り
。
連
ね
て
改
定
を
綴
り
、
止
め
て
一
手
に
資よ

ら
ば
、
故
に
時
序
に

淹お
く

れ
、
今
に
迄
り
て
方は
じ

め
て
就な

る
。
③
唯
だ
遺
逸
を
鳩
聚
し
て
、
以
て
異

聞
を
廣
め
、
別
代
を
編
次
し
、
共
に
部
秩
と
爲
す
。
其
の
冗
長
を
除
き
、

其
の
菁
華
を
捃と

る
。
文
の
安
ず
る
所
の
若
き
は
、
則
ち
因
り
て
改
め
ず
、

敢
て
苟
し
く
も
下
愚
を
以
て
、
自
ら
管
見
を
申
べ
ず
）
13
（

。

　

李
延
壽
は
、『
南
史
』
と
『
北
史
』
の
二
書
を
①
司
馬
遷
の
『
史
記
』
の
體

例
に
準
え
て
著
し
た
。
す
で
に
正
史
が
紀
傳
體
と
定
ま
り
、
自
ら
も
正
史
の
編

纂
に
関
与
し
て
い
る
以
上
、『
吳
越
春
秋
』
の
體
例
で
「
南
北
史
」
を
著
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
李
延
壽
は
、「
南
北
史
」
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
、
②
「
千
有
餘
卷
」

の
書
を
渉
猟
し
、
③
「
遺
逸
」
を
集
め
て
、「
異
聞
」
を
広
め
た
、
と
い
う
）
14
（

。「
千

有
餘
卷
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、「
自
序
」
の
上
奏
文
よ
り
前
に
置

く
文
章
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

又 

此
の
八
代
の
正
史
よ
り
外
、
更
に
雜
史
を
正
史
の
無
き
所
に
勘
す
る

者こ
と

一
千
餘
卷
、
皆 

以
て
編
入
す
。
其
の
煩
冗
な
る
者
は
、
卽
ち
之
を
削

去
し
、
始
末 

修
撰
す
る
こ
と
、
凡
そ
十
六
載
。
宋
よ
り
始
め
、
凡
そ
八
代
、

北
史
・
南
史
の
二
書
と
爲
す
。
合
は
せ
て
一
百
八
十
卷
な
り
）
15
（

。

　

李
延
壽
は
、「
遺
逸
」
を
集
め
て
、「
異
聞
」
を
広
め
る
た
め
に
、「
雜
史
」

を
校
勘
し
た
と
い
う
。
李
延
壽
も
編
纂
に
関
与
し
た
『
隋
書
』
經
籍
志
の
史

部 

雜
史
に
は
、『
吳
越
春
秋
』
を
著
録
す
る
。
父
の
遺
志
を
継
承
し
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
隋
書
』
經
籍
志
の
史
部 

雜
史
に
著
録
さ
れ
る

書
籍
は
、
す
べ
て
で
「
九
百
一
十
七
卷
」
で
あ
り
、「
千
有
餘
卷
」
に
は
足
り

な
い
。
と
な
れ
ば
、
李
延
壽
の
い
う
「
雜
史
」
に
は
、
史
部 

雜
傳
に
著
録
さ

れ
る
書
籍
も
含
ま
れ
よ
う
。

　

そ
れ
は
、雜
傳
に
著
録
さ
れ
る
「
〇
〇
別
傳
」
と
い
う
書
籍
群
が
、『
三
國
志
』

に
注
を
つ
け
た
裴
松
之
が
「
異
聞
」
を
集
め
る
資
料
と
し
て
、
多
く
依
拠
し
た

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
）
16
（

。
そ
し
て
、
史
部 

雜
傳
に
は
、
東
晉
ま
で
多
く
書
か
れ

た
別
傳
に
代
わ
っ
て
著
さ
れ
て
い
く
、
多
く
の
「
家
傳
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

多
賀
秋
五
郎
に
よ
れ
ば
）
17
（

、『
隋
書
』
經
籍
志
に
収
録
さ
れ
な
い
も
の
ま
で
含
め

る
と
、
二
百
七
十
七
種
の
家
譜
・
家
傳
の
存
在
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。

　

李
延
壽
は
、
そ
れ
ら
か
ら
「
異
聞
」
を
集
め
、
国
家
の
興
亡
を
超
え
た
家
傳

の
集
合
体
と
し
て
列
傳
を
著
し
た
。
父
の
望
ん
だ
編
年
體
か
ら
紀
傳
體
に
変
更

し
た
理
由
は
、
列
傳
と
し
て
家
譜
・
家
傳
を
表
現
で
き
る
こ
と
に
も
あ
る
。
そ

れ
で
は
な
ぜ
、
李
延
壽
は
、
家
譜
・
家
傳
を
重
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ

に
は
、『
貞
觀
氏
族
志
』
の
編
纂
が
あ
る
。
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二
、『
貞
觀
氏
族
志
』
の
編
纂
と
正
史

　

唐
に
お
け
る
国
家
的
身
分
制
と
し
て
の
貴
族
制
を
可
視
化
し
た
『
貞
觀
氏
族

志
』
は
、
貞
觀
六
（
六
三
二
）
年
に
完
成
し
た
。
し
か
し
、
太
宗
の
意
に
叶
わ

ず
、
再
編
纂
を
命
じ
ら
れ
た
）
18
（

。『
貞
觀
氏
族
志
』
は
、
唐
の
基
準
に
従
っ
て
貴

族
の
家
柄
を
九
等
に
格
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
奏
本
で
は
、
博
陵
の
崔

民
幹
が
第
一
等
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
）
19
（

。
そ
の
た
め
、
貞
觀
十
二
（
六
三

八
）
年
に
完
成
し
た
再
奏
本
で
は
、
崔
民
幹
は
第
三
等
と
さ
れ
た
。
な
お
、
そ

の
際
、
初
め
第
三
等
と
さ
れ
た
皇
族
の
李
氏
が
第
一
等
に
さ
れ
た
、
と
日
本
で

は
内
藤
湖
南
以
来
説
か
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
後
世
の
史
料
に
拠
っ
た
誤
謬
で

あ
る
こ
と
は
、
川
合
安
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
）
20
（

。
ま
た
、
川
合
に
よ
れ
ば
、『
貞

觀
氏
族
志
』
の
編
纂
を
伝
え
る
『
貞
觀
政
要
』・『
舊
唐
書
』・『
唐
會
要
』・『
新

唐
書
』・『
資
治
通
鑑
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
字
句
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
崔
民

幹
が
第
一
等
か
ら
第
三
等
と
さ
れ
、
皇
室
の
李
氏
に
触
れ
な
い
こ
と
は
共
通
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
最
も
成
立
年
代
が
古
い
『
貞
觀
政
要
』
に
よ
り
、『
貞

觀
氏
族
志
』
の
編
纂
過
程
を
追
い
な
が
ら
、
李
延
壽
の
「
南
北
史
」
と
の
関
わ

り
を
考
え
て
い
こ
う
。

　
『
貞
觀
政
要
』
は
、『
貞
觀
氏
族
志
』
が
編
纂
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
太
宗
の

発
言
か
ら
、
そ
の
編
纂
過
程
を
描
い
て
い
く
。

貞
觀
六
年
、
太
宗 

尙
書
左
僕
射
の
房
玄
齡
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
比
こ
の
ご
ろ
①
山

東
の
崔
・
盧
・
李
・
鄭
の
四
姓
、
累
葉 

陵
遲
す
と
雖
も
、
猶
ほ
其
の
舊

地
に
恃
み
、
好
み
て
自
ら
矜
大
た
り
て
、
稱
し
て
士
大
夫
と
爲
す
こ
と
有

り
。
每つ
ね

に
②
女
を
他
族
に
嫁
が
し
む
る
に
、
必
ず
廣
く
聘
財
を
索
め
、
多

き
を
以
て
貴
と
爲
し
、
數
を
論
じ
て
約
を
定
む
る
こ
と
、
市
賈
に
同
じ
。

甚
だ
風
俗
を
損
ひ
、
禮
經
を
紊み
だ

す
こ
と
有
り
。
既
に
輕
重 

宜
し
き
を
失

す
れ
ば
、
理
と
し
て
須
く
改
革
す
べ
し
」
と
）
21
（

。

　

太
宗
は
、
房
玄
齡
に
対
し
て
、
①
「
山
東
の
崔
・
盧
・
李
・
鄭
の
四
姓
」
が
、

代
々
高
い
官
職
に
就
い
て
い
な
い
の
に
、
旧
来
の
門
地
を
頼
み
、
自
ら
誇
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
②
娘
を
他
族
に
嫁
が
せ
る
と
き
に
、
必
ず
「
聘
財
」（
結
納
金
）

を
求
め
、
そ
の
額
に
よ
り
婚
姻
を
定
め
る
こ
と
は
商
人
と
同
じ
で
、「
禮
經
」

を
乱
す
こ
と
甚
だ
し
い
、
と
述
べ
た
。
太
宗
は
、
山
東
の
四
姓
が
唐
の
官
僚
と

し
て
高
い
地
位
に
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
社
会
に
お
い
て
閉
鎖
的
婚
姻
圏
を
持
ち
、

そ
の
文
化
資
本
を
「
聘
財
」
と
い
う
経
済
資
本
に
転
化
し
て
い
る
こ
と
を
問
題

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
山
東
貴
族
の
持
つ
、
唐
か
ら
自
律
し
た
社
会
的
権
威
を

批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
太
宗
の
思
い
は
詔
と
な
り
、『
貞
觀
氏
族
志
』
が
編
纂
さ
れ
る
。

乃
ち
①
吏
部
尙
書
の
高
士
廉
、
御
史
大
夫
の
韋
挺
、
中
書
侍
郞
の
岑
文
本
、

禮
部
侍
郞
の
令
狐
德
棻
ら
に
詔
し
て
、
②
姓
氏
を
刊
正
す
る
に
、
普
く
天

下
の
譜
牒
を
責も

と

め
、
兼
ぬ
る
に
史
傳
に
據
憑
し
、
其
の
浮
華
を
剪
り
、
其

の
眞
僞
を
定
め
、
忠
賢
な
る
者
は
襃
進
し
、
悖
逆
な
る
者
は
貶
黜
し
て
、

撰
し
て
氏
族
志
を
爲
ら
し
む
。
士
廉
ら
氏
族
の
等
第
を
進
定
す
る
に
及
び
、

遂
に
崔
幹
を
以
て
第
一
等
と
爲
す
）
22
（

。

　
『
貞
觀
氏
族
志
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
①
高
士
廉
・
韋
挺
・
岑
文
本
・
令
狐



李
延
壽
「
南
北
史
」
の
大
一
統

（17）1252

德
棻
の
う
ち
、
岑
文
本
は
令
狐
德
棻
を
助
け
て
、
五
代
史
の
一
つ
『
北
周
書
』

の
編
纂
に
当
た
っ
て
お
り
、
令
狐
德
棻
は
『
北
周
書
』
を
著
し
た
ほ
か
、
五
代

史
全
体
の
總
監
諸
代
史
で
あ
っ
た
。『
北
周
書
』
を
含
む
五
代
史
は
貞
觀
十
（
六

三
六
）
年
、
す
な
わ
ち
貞
觀
六
（
六
三
二
）
年
の
『
貞
觀
氏
族
志
』
と
貞
觀
十

二
（
六
三
八
）
年
の
改
訂
本
の
間
に
完
成
し
て
い
る
。
山
下
将
司
は
、
唐
室
の

権
威
を
西
魏
時
代
に
求
め
る
八
柱
國
・
十
二
大
將
軍
の
新
秩
序
が
『
北
周
書
』

卷
十
六
の
史
臣
曰
く
の
形
で
表
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
改
訂
本
『
貞
觀
氏

族
志
』
も
唐
室
を
第
一
等
に
位
置
づ
け
た
、
と
す
る
）
23
（

。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

唐
室
を
第
一
等
と
明
記
し
な
い
こ
と
は
川
合
の
指
摘
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

八
柱
國
・
十
二
大
將
軍
の
新
秩
序
は
、
李
延
壽
の
『
北
史
』
に
も
継
承
さ
れ
る

た
め
、
三
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　

李
延
壽
は
、『
貞
觀
氏
族
志
』
の
完
成
後
、
令
狐
德
棻
の
引
き
で
『
晉
書
』

の
編
纂
に
参
加
し
て
お
り
）
24
（

、『
貞
觀
氏
族
志
』
が
、
②
「
姓
氏
を
刊
正
」、
す
な

わ
ち
貴
族
を
九
等
に
分
け
て
い
く
際
に
、「
天
下
の
譜
牒
」
と
「
史
傳
」
と
が

典
拠
と
さ
れ
、
そ
の
「
眞
僞
を
定
」
め
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
前
に

は
、
敬
播
・
顏
師
古
・
孔
穎
逹
の
も
と
で
齊
・
梁
・
陳
史
の
編
纂
に
従
事
し
）
25
（

、

や
が
て
褚
遂
良
の
も
と
で
『
隋
書
』
の
編
纂
に
も
携
わ
っ
て
い
く
）
26
（

。
李
延
壽
は

そ
う
し
た
中
で
、
南
北
朝
を
問
わ
ず
、
貴
族
の
家
譜
を
調
べ
、
史
傳
を
集
め
る

こ
と
を
通
じ
て
、
貴
族
の
家
ご
と
に
列
傳
を
立
て
る
「
南
北
史
」
の
構
想
を
考

え
て
史
料
収
集
に
務
め
た
。
さ
ら
に
李
延
壽
は
、
高
宗
の
顯
慶
元
（
六
五
六
）

年
、『
隋
書
』
に
志
と
し
て
加
え
ら
れ
た
『
五
代
史
志
』
三
十
卷
に
も
）
27
（

、
長
孫

無
忌
の
も
と
于
志
寧
・
李
淳
風
・
韋
安
仁
と
共
に
撰
述
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
李
延
壽
が
「
南
北
史
」
に
お
い
て
貴
族
の
家
傳
・
家
譜
を
史

料
と
し
な
が
ら
列
傳
を
編
纂
す
る
際
に
は
、『
貞
觀
氏
族
志
』
の
再
編
を
命
じ

た
太
宗
の
次
の
よ
う
な
方
針
を
規
範
と
し
よ
う
。

太
宗 

謂
ひ
て
曰
く
、「
我 

山
東
の
崔
・
盧
・
李
・
鄭
と
舊も
と

よ
り
既
に
嫌

無
し
。
①
其
の
世
掩
代
掩
衰
微
し
、
全
く
官
宦
無
き
も
、
猶
ほ
自
ら
士
大

夫
と
云
ひ
、
婚
姻
の
際
に
は
、
則
ち
多
く
財
物
を
索
め
、
或
い
は
才

識 

庸
下
な
る
も
、
而
も
偃
仰
し
て
自
ら
高
く
、
松
檟
に
販
鬻
し
、
富
貴

に
依
托
す
る
を
爲
す
は
、
②
我 

解
せ
ず 

人
間 

何
爲
す
れ
ぞ
之
を
重
ん
ず
。

且
つ
士
大
夫
は
③
能
有
り
功
を
立
て
、
爵
位 

崇
重
せ
ら
れ
、
善
く
君
父

に
事
へ
、
忠
孝 

稱
せ
ら
る
可
く
、
或
い
は
④
道
義 

淸
素
に
し
て
、
學

藝 

通
く
博
ず
れ
ば
、
此
れ
亦
た
門
戶
と
爲
す
に
足
り
、
天
下
の
士
大
夫

と
謂
ふ
可
し
。
今 

崔
・
盧
の
屬
、
惟た

だ
遠
葉
の
衣
冠
を
矜
る
も
、
寧
ろ

當
朝
の
貴
と
比
せ
ん
や
。
公
卿
よ
り
已
下
、
何
ぞ
多
く
錢
物
を
輸
し
、
兼

ね
て
他
に
氣
勢
を
與
へ
、
聲
に
向
か
ひ
實
よ
り
背
き
て
、
以
て
榮
と
爲
す

を
得
る
に
暇
あ
ら
ん
や
。
⑤
我 

今 

氏
族
を
定
む
る
者
は
、
誠
に
今
朝
の

冠
冕
を
崇
樹
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
何
ぞ
因
り
て
崔
幹 

猶
ほ
第
一
等

爲た

る
や
。
只こ

れ
看
る
に
卿
ら 

我
が
官
爵
を
貴
ば
ざ
る
や
。
⑥
數
代
よ
り

已
前
を
論
ぜ
ず
、
只
だ
今
日
の
官
品
を
取
り
、
人
才
に
等
級
を
作
れ
。
宜

し
く
一
た
び
量
定
し
て
、
用も
っ

て
永
則
と
爲
す
べ
し
」
と
。
遂か
く

て
崔
幹
を
以

て
第
三
等
と
爲
す
。
十
二
年
に
至
り
、
書 

成
り
、
凡
そ
百
卷
、
天
下
に

頒
つ
）
28
（

。

　

太
宗
は
、
山
東
四
姓
の
「
崔
・
盧
・
李
・
鄭
」
が
、
代
々
衰
え
て
、
①
唐
の
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官
僚
と
し
て
高
位
に
就
か
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
②
「
人
間
」（
世
間
）
に
お
い
て
、

な
ぜ
尊
重
さ
れ
る
か
を
理
解
で
き
な
い
と
す
る
。
国
家
と
は
別
に
社
会
で
成
立

す
る
貴
族
の
自
律
的
秩
序
を
承
認
し
な
い
の
で
あ
る
）
29
（

。
西
晉
に
お
い
て
州
大
中

正
の
制
に
五
等
爵
制
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
構
築
さ
れ
た
国
家
的
身
分
制
と

し
て
の
貴
族
制
で
は
）
30
（

、
太
宗
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
皇
帝
の
た
め
に
③
功
績
を

挙
げ
、
爵
位
を
受
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
高
官
を
世
襲
す
る
貴
族
と
し
て
必
要
な

条
件
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
太
宗
が
社
会
的
な
存
在
と
し
て
の
貴
族
の
本
質
的
な

存
立
基
盤
が
、
文
化
の
専
有
に
あ
る
こ
と
を
④
「
道
義 

淸
素
に
し
て
、
學

藝 

通
く
博
」
ず
と
い
う
表
現
で
認
め
る
こ
と
も
興
味
深
い
）
31
（

。
そ
う
し
た
文
化

の
専
有
こ
そ
、
山
東
貴
族
の
本
来
的
な
存
立
基
盤
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
太

宗
に
は
唐
の
文
化
事
業
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
国
家
に
収
斂
し
て
い
る
と
の
自
信

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
）
32
（

。そ
れ
が
、⑤
「
今
朝
の
冠
冕
」
を
尊
重
す
る
た
め
に
、「
氏

族
を
定
」
め
た
と
い
う
宣
言
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
太
宗
に
と
っ
て
、
あ

く
ま
で
貴
族
と
は
、
唐
に
お
い
て
高
位
・
高
官
に
就
い
た
者
の
こ
と
で
、
貴
族

制
は
こ
れ
に
従
っ
て
、
序
列
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
李
延
壽
は
、
⑥
「
數
代
よ
り
已
前
を
論
ぜ
ず
、
只
だ
今
日
の
官

品
を
取
り
、
人
才
に
等
級
を
作
」
る
と
い
う
太
宗
の
示
し
た
貴
族
制
の
序
列
へ

の
規
範
に
基
づ
い
て
、「
南
北
史
」
を
著
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
史
書
に
よ
る
大
一
統

　
「
南
北
史
」
と
そ
れ
が
基
づ
い
た
八
代
史
と
の
間
で
、
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
、

西
魏
の
扱
い
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
齊
の
魏
收
が
著
し
た
『
魏

書
』
は
、
東
魏
↓
北
齊
を
正
統
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、『
貞
觀
氏
族
志
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
令
狐
德
棻
が
編
纂
し
た
『
北
周
書
』

は
、
魏
徵
が
書
い
た
卷
十
六
の
「
史
臣
曰
く
」
の
文
章
に
お
い
て
）
33
（

、
唐
室
の
権

威
を
西
魏
に
求
め
る
八
柱
國
・
十
二
大
將
軍
の
新
秩
序
を
提
示
し
た
。『
北
史
』

は
、
魏
徵
の
文
の
う
ち
八
柱
國
・
十
二
大
將
軍
の
部
分
だ
け
を
引
用
す
る
。
八

柱
國
の
終
わ
り
ま
で
を
掲
げ
よ
う
。

初
め
、
①
魏
の
孝
莊
帝 

尒
朱
榮
に
翊
戴
の
功
有
る
を
以
て
、
榮
を
柱
國

大
將
軍
に
拜
す
。
位
は
丞
相
の
上
に
在
り
。
榮 

敗
れ
し
の
後
、
此
の

官 

遂
て
廢す
た

る
。
大
統
三
年
、
②
魏
の
文
帝 

復
た
周
の
文
帝
の
中
興
の
業

を
建
つ
る
を
以
て
、
始
め
て
命
じ
て
之
と
爲
す
。
其
の
後 

功 

佐
命
に
參

じ
、
望
實 

倶
に
重
き
者
、
亦
た
此
の
職
に
居
る
。
大
統
十
六
年
よ
り
已
前
、

任
ぜ
ら
れ
し
者 

凡
そ
八
人
有
り
。
⑴
周
の
文
帝
は
位 

百
揆
を
總
べ
、
都

督
中
外
軍
事
な
り
。
⑶
魏
の
廣
陵
王
た
る
欣
は
、
元
氏
の
懿
戚
、
禁
闥
に

從
容
と
す
る
の
み
。
此
の
外
の
六
人
は
、
各
掩
二
の
大
將
軍
を
督
し
、
禁

旅
を
分
掌
し
、
爪
牙
・
禦
侮
の
寄
に
當
た
る
。
③
當
時
の
榮
盛
、
與
に
比

と
爲
す
も
の
莫
し
。
故
に
今
の
門
閥
を
稱
す
る
者
、
咸 

八
柱
國
家
を
推
す
。

今 

十
二
大
將
軍
を
幷
は
せ
之
を
左
に
錄
す
。
⑵
使
持
節
・
太
尉
・
柱
國
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大
將
軍
・
大
都
督
・
尙
書
左
僕
射
・
隴
右
行
臺
・
少
師
、
隴
西
郡
の
開
國

公
た
る
李
虎
。
使
持
節
・
太
傅
・
柱
國
大
將
軍
・
大
宗
師
・
大
司
徒
・
廣

陵
王
の
⑶
元
欣
。
使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・
大
都
督
・
大
宗
伯
、
趙
郡
の

開
國
公
た
る
⑷
李
弼
。
使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・
大
都
督
・
大
司
馬
、
河

内
郡
の
開
國
公
た
る
⑸
獨
孤
信
。
使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・
大
都
督
・
大

司
寇
、
南
陽
郡
の
開
國
公
た
る
⑹
趙
貴
。
使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・
大
都

督
・
大
司
空
、
常
山
郡
の
開
國
公
た
る
⑺
于
謹
。
使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・

大
都
督
・
少
傅
、
彭
城
郡
の
開
國
公
た
る
⑻
侯
莫
陳
崇
。
周
文
帝
と
與
に

八
柱
國
と
爲
る
）
34
（

。

　
『
北
史
』
の
引
用
す
る
魏
徵
の
文
は
、
柱
國
大
將
軍
の
起
源
よ
り
説
明
す
る
。

①
北
魏
の
孝
莊
帝
は
、
自
分
を
擁
立
し
た
「
尒
朱
榮
」（
爾
朱
榮
）
に
、
柱
國

大
將
軍
の
地
位
を
与
え
、
丞
相
よ
り
も
上
位
に
置
い
た
。
爾
朱
氏
が
滅
び
、
高

歡
と
宇
文
泰
を
中
心
に
、
北
魏
が
東
魏
と
西
魏
に
分
裂
す
る
と
、
二
人
は
そ
れ

ぞ
れ
柱
國
大
將
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
②

西
魏
の
文
帝
が
「
周
の
文
帝
」（
宇
文
泰
）
を
柱
國
大
將
軍
に
任
じ
た
こ
と
だ

け
で
あ
る
。
⑴
北
周
の
文
帝
（
宇
文
泰
）
は
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
皇
族
の

重
鎮
で
あ
る
⑶
西
魏
の
廣
陵
王
で
あ
る
元
欣
と
、
自
分
と
同
じ
武
川
鎮
軍
閥
に

属
す
る
六
名
を
柱
國
大
將
軍
と
し
、
こ
れ
ら
八
柱
國
の
下
に
十
二
大
將
軍
を
置

い
た
。

　

引
用
部
分
に
続
け
て
、『
北
史
』
卷
六
十
の
史
臣
曰
く
は
、
十
二
大
將
軍
と

し
て
元
贊
・
元
育
・
元
廓
・
侯
莫
陳
順
・
宇
文
導
・
逹
奚
武
・
李
遠
・
豆
盧
寧
・

宇
文
貴
・
賀
蘭
祥
・
楊
忠
・
王
雄
の
名
を
列
挙
す
る
。
そ
の
う
ち
十
一
人
目
に

名
の
挙
が
る
「
使
持
節
・
大
將
軍
・
大
都
督
、
陳
留
郡
の
開
國
公
た
る
楊
忠
」

が
、
隋
の
建
国
者
で
あ
る
楊
堅
の
父
で
あ
る
。
な
お
、
十
二
大
將
軍
の
下
に
置

か
れ
た
二
十
四
開
府
が
、
府
兵
制
の
基
礎
で
あ
る
。
そ
し
て
、
③
「
八
柱
國
家
」

（
八
柱
国
を
出
し
た
家
）
が
、
門
閥
の
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
魏
徵

は
述
べ
て
い
る
）
35
（

。

　

八
柱
國
の
序
列
は
、
魏
徵
の
文
の
ほ
か
『
大
唐
六
典
』
卷
二
、『
通
典
』
卷

三
十
四
、『
文
獻
通
考
』
卷
六
十
四
、『
資
治
通
鑑
』
卷
一
百
六
十
三
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
魏
徵
の
文
で
は
、
⑴
周
の
文
帝
（
宇
文
泰
）
に
次
ぐ
序
列
第
二
位

に
置
か
れ
る
、
唐
の
建
国
者
李
淵
の
祖
父
で
あ
る
⑵
「
使
持
節
・
太
尉
・
柱
國

大
將
軍
・
大
都
督
・
尙
書
左
僕
射
・
隴
右
行
臺
・
少
師
」
と
い
う
官
に
就
き
、

隴
西
郡
出
身
の
開
國
公
と
い
う
爵
位
を
持
つ
李
虎
の
序
列
だ
け
が
、
史
料
に
よ

り
異
な
る
。『
通
典
』・『
文
獻
通
考
』
で
は
⑶
元
欣
の
下
の
第
三
位
、『
資
治
通

鑑
』
で
は
⑷
李
弼
の
下
の
第
四
位
に
置
か
れ
、
一
定
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
着
目
し
た
前
島
佳
孝
は
、『
周
書
』
が
李
虎
を
人
臣
の
下
に
置
か
な

い
よ
う
史
料
を
操
作
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
官
職
を
検
討
し
、
八
柱
國
の
う

ち
、
李
虎
・
侯
莫
陳
崇
以
外
の
六
名
が
北
周
の
官
制
改
革
時
に
六
卿
に
任
じ
ら

れ
た
こ
と
を
論
拠
に
、
少
師
で
あ
っ
た
李
虎
は
、
少
傅
で
あ
っ
た
侯
莫
陳
崇
よ

り
は
上
位
で
あ
る
が
、
六
卿
よ
り
は
下
位
の
第
七
位
で
あ
っ
た
と
し
た
）
36
（

。
こ
れ

を
承
け
た
、
注（
23
）所
掲
山
下
論
文
は
、「
八
柱
國
」
そ
の
も
の
を
唐
代
の
創

作
と
す
る
。
唐
が
自
己
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
、
八
柱
國
・
十
二
大
將
軍
の

成
員
・
序
列
を
創
出
し
、
改
訂
本
の
『
貞
觀
氏
族
志
』
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

再
編
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
唐
の
帝
室
李
氏
が
西
魏
以
来
の
正
統
性
を
有
す
る
こ
と
を

『
北
周
書
』
は
示
し
、『
北
史
』
は
そ
れ
を
継
承
し
た
。
太
宗
の
示
し
た
貴
族
制

の
序
列
へ
の
規
範
の
一
つ
で
あ
る
「
八
柱
國
・
十
二
大
將
軍
」
の
中
で
、
北
周

の
文
帝
（
宇
文
泰
）
を
除
き
、
李
氏
が
最
高
位
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
隋

の
楊
氏
は
十
二
大
將
軍
家
で
あ
り
、
隋
唐
革
命
は
本
来
の
序
列
を
回
復
す
る
正

統
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
南
北
史
」
の
列
傳
は
、
一
族
ご
と
に
列
傳
を
ま
と
め
て
示
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
一
族
の
中
で
、
最
も
古
く
遡
れ
る
人
物
の
後
に
、
そ
の
一
族
の
人
物

を
載
せ
る
と
い
う
叙
述
方
式
を
取
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
南
北
史
」
の
體

例
に
つ
い
て
、
淸
の
趙
翼
は
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

其
れ
子
孫
を
以
て
祖
父
の
傳
に
附
す
の
例
は
、
沈
約
の
宋
書 

已
に
其
の

端
を
開
く
。
…
…
若
し
一
人 

傳
を
立
つ
れ
ば
、
而す
な
はち

其
の
子
孫
・
兄
弟
・

宗
族
、
有
官
無
官
・
有
事
無
事
を
論
ぜ
ず
、
一
槪
に
附
入
す
。
竟
に
①
人

に
代
は
り
て
家
譜
を
作
る
に
似
た
る
は
、
則
ち
魏
收
よ
り
始
ま
る
。
…
…

乃
ち
南
北
史 

之
に
仿
ひ
て
更
に
甚
し
き
者
有
り
。
…
…
南
北
史
は
則
ち

其
の
子
孫
を
竝
ぶ
る
に
、
列
朝
に
仕
へ
し
者
を
ば
、
倶
に
此
の
一
人
の
後

に
附
す
。
遂
て
一
傳
の
中
を
し
て
、
南
朝
は
則
ち
宋
に
仕
へ
し
者
有
り
、

又 

齊
・
梁
及
び
陳
に
仕
へ
し
者
有
ら
し
む
。
北
朝
は
則
ち
魏
に
仕
へ
し

者
有
り
、
又 

齊
・
周
・
隋
に
仕
へ
し
者
有
ら
し
む
。
…
…
其
の
意
は
以

て
簡
括
と
爲
す
も
、
而
る
に
②
史
法
に
非
ざ
る
を
知
究
せ
ざ
る
な
り
）
37
（

。

　

趙
翼
に
よ
れ
ば
、
子
孫
を
父
祖
の
伝
に
附
す
こ
と
は
沈
約
の
『
宋
書
』
か
ら
、

①
人
に
代
わ
っ
て
「
家
譜
」
を
作
る
よ
う
な
こ
と
は
魏
収
の
『
魏
書
』
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
未
だ
一
つ
の
国
家
の
内
側
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
南
北
史
」
の
特
徴
は
、
国
家
を
超
え
て
そ
れ
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
趙
翼
は
、
こ
れ
を
②
「
史
法
」
で
は
な
い
と
批
判
す
る
。

　

紀
傳
體
の
斷
代
史
が
正
史
で
あ
る
時
代
に
生
き
た
趙
翼
は
、「
南
北
史
」
の

體
例
を
批
判
す
る
。
だ
が
、
通
史
の
體
例
に
基
づ
き
）
38
（

、
国
家
を
超
え
て
貴
族
を

通
覧
で
き
る
「
南
北
史
」
は
、
貴
族
の
系
譜
を
調
べ
る
に
は
相
応
し
い
。
南
北

朝
の
斷
代
史
よ
り
読
ま
れ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
南
北
史
」
よ
り
も
先
に
編
纂
さ
れ
た
『
貞
觀
氏
族
譜
』
に
よ
り
九
等
に
分

け
ら
れ
た
貴
族
、
そ
の
歴
史
を
通
覧
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
国
家
を
超
え
て
貴
族

の
系
譜
を
辿
れ
る
「
南
北
史
」
は
有
用
な
の
で
あ
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
貴
族
の

家
譜
を
見
る
必
要
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
李
延
壽
は
、
趙
翼
の
言
う

よ
う
に
、
国
家
が
貴
族
に
代
わ
っ
て
「
家
譜
」
を
作
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
南

北
史
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
譜
を
国
家
の
記
録
と
し
て
収
斂
し
、
唐
の
価
値
観

に
基
づ
い
て
並
べ
直
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
の
家
譜

が
持
っ
て
い
た
自
分
の
祖
先
を
飾
る
よ
う
な
行
為
は
、
唐
が
認
め
な
け
れ
ば
認

め
ら
れ
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
南
朝
の
皇
帝
家
の
事
例
で
は
あ
る
が
、『
南
齊
書
』・『
梁
書
』
は
、

皇
帝
で
あ
る
梁
氏
の
出
自
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
祖
高
皇
帝 

諱
は
道
成
、
字
は
紹
伯
、
姓
は
蕭
氏
、
小
諱
は
鬬
將
。
漢

の
相
國
た
る
蕭
何
の
二
十
四
世
孫
な
り
）
39
（

。

高
祖
武
皇
帝 

諱
は
衍
、
字
は
叔
逹
、
小
字
は
練
兒
、
南
蘭
陵
中
都
里
の
人
。

漢
の
相
國
た
る
何
の
後
な
り
）
40
（

。
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『
南
齊
書
』
も
『
梁
書
』
も
、
蕭
氏
の
起
源
を
前
漢
の
高
祖
劉
邦
を
輔
け
た

蕭
何
に
求
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
南
史
』
は
そ
れ
を
認
め
ず
、
蕭
氏
の
起

源
を
蕭
何
に
求
め
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
「
論
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

齊
・
梁
の
紀
の
錄
に
據
ら
ば
、
竝
び
出
づ
る
に
蕭
何
よ
り
す
と
云
ふ
。

又 

御
史
大
夫
の
望
之
に
編つ
ら

ね
て
以
て
先
祖
の
次
と
爲
す
。
案
ず
る
に
何

及と

望
之 

漢
に
於
て
倶
に
勳
德
と
爲
す
。
而
る
に
望
之
の
本
傳 

此
の
陳
有

ら
ず
。
齊
の
典
の
書
す
る
所
、
①
便
ち
實
錄
に
乖も

と

る
。
近
ち
か
ご
ろ
②
祕
書
監
の
顏

師
古
、
經
籍
を
博
考
し
、
漢
書
に
注
解
し
て
、
已
に
其
の
非
を
正
す
。

今 

隨
ひ
て
改
削
す
と
し
か
云
ふ
）
41
（

。

　
『
南
齊
書
』・『
梁
書
』
は
、
劉
邦
と
同
郷
の
泗
水
郡
沛
縣
豐
邑
出
身
の
蕭
何

を
祖
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
前
漢
の
宣
帝
・
元
帝
に
仕
え
た
著
名
な
儒
者
で
あ

る
東
海
郡
蘭
陵
縣
出
身
の
蕭
望
之
を
も
南
朝
の
蕭
氏
の
先
祖
と
し
て
記
す
。
し

か
し
、『
漢
書
』
蕭
望
之
傳
に
は
、
蕭
何
を
祖
と
す
る
記
録
は
な
い
。
李
延
壽
は
、

こ
れ
を
①
實
錄
で
は
な
い
と
認
め
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
論
拠
と
し
て
『
漢
書
』

の
顏
師
古
注
を
挙
げ
、
南
朝
の
正
史
の
誤
り
を
正
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
の

で
あ
る
。

　
『
漢
書
』
蕭
望
之
傳
の
冒
頭
、
顏
師
古
は
次
の
よ
う
な
注
を
つ
け
て
い
る
。

師
古
曰
く
、「
近
代
の
譜
諜 

妄
り
に
相 

託
附
し
、
乃
ち
望
之
を
蕭
何
の

後
と
云
ひ
、
昭
穆
を
追
次
し
、
流
俗
の
學
者 

共
に
焉
を
祖
述
す
。
但
だ

酇
侯
は
漢
室
の
宗
臣
、功
は
高
く
位
は
重
く
、子
孫
・
胤
緖
は
具
さ
に
表
・

傳
に
詳
ら
か
な
り
。
長
倩
は
鉅
儒
に
し
て
學
に
逹
し
、
名
節 

竝
び
に
隆
り
、

古
今
を
博
覽
す
れ
ば
、
能
く
其
の
祖
を
言
は
ん
。
市
朝 

未
だ
變
ぜ
ず
、

年
載 

遥
か
に
非
ざ
れ
ば
、
長
老
の
傳
ふ
る
所
、
耳
目 

相 

接
す
。
若
し

其
の
實
に
何
の
後
を
承
く
れ
ば
、
史
傳 

寧
ぞ
詳
ら
か
ざ
ら
ん
を
得
ん
や
。

漢
書 

既
に
敍
論
せ
ず
ん
ば
、
後
人 

焉
く
に
か
信
を
取
る
所
な
ら
ん
や
。

然
ら
ざ
る
の
事
は
、
斷
じ
て
識
る
可
し
」
と
）
42
（

。

　

顏
師
古
は
、
蕭
何
の
末
裔
の
系
譜
は
明
ら
か
で
、
ま
た
高
名
な
学
者
で
あ
る

蕭
望
之
な
ら
自
分
の
先
祖
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。『
漢
書
』
が
二
人
の

関
係
を
記
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、「
近
代
の
譜
諜
」
は
信
用
で
き
な
い
、
と

断
ず
る
。
こ
れ
を
理
由
に
『
南
史
』
は
、『
南
齊
書
』・『
梁
書
』
の
記
述
を
改

訂
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
石
見
清
裕
に
よ
れ
ば
）
43
（

、「
隴
西
の
李
氏
」
と
い
う
唐
室
の

系
譜
や
、
李
淵
の
妻
で
あ
る
竇
皇
后
の
祖
を
「
河
西
の
竇
氏
」
と
す
る
系
譜
も
、

唐
の
成
立
後
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、『
北
史
』
は
、
こ
れ
を
疑

う
こ
と
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
南
北
史
」
は
、「
譜
諜
」
す
な
わ
ち
、
貴
族
が
持
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
家
譜
・
家
傳
を
唐
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
国
家
の
記
録
に
収
斂
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
高
敏
は
、
こ
れ
を
家
譜
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の
承
認
と
捉
え
る
）
44
（

。「
南

北
史
」
は
、
身
分
的
内
婚
姓
と
し
て
残
存
す
る
唐
の
貴
族
の
証
明
書
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
首
肯
し
得
る
見
解
で
あ
る
が
、
そ
の

際
に
、
貴
族
の
自
律
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、『
北
史
』
爾
朱
榮
傳
は
、『
魏
書
』
爾
朱
榮
傳
が
そ
の
悪
事
を
減

ら
し
、
善
事
を
増
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
爾
朱
榮
の
悪
事
を
強
調
す
る
方
向
で
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書
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、「
隴
西
の
李
氏
」
が
河
陰
の
變
に

お
い
て
爾
朱
氏
に
多
く
殺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
）
45
（

。『
北
史
』
は
、
唐
の
帝
室
で

あ
る
「
隴
西
の
李
氏
」
に
害
を
加
え
た
爾
朱
氏
を
貶
め
る
形
で
、
史
書
に
記
録

し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
北
史
』
賀
拔
允
傳
は
、『
魏
書
』
賀
拔
允
傳
に
は
な
い
「
其
の

先 

魏
氏
と
同
じ
く
陰
山
よ
り
出
づ
（
其
先
與
魏
氏
同
出
陰
山
）」
と
い
う
字
句

を
加
え
て
、
唐
の
李
氏
も
そ
の
出
身
で
あ
る
武
川
鎮
の
先
祖
が
、
北
魏
の
拓
跋

氏
と
共
に
起
こ
っ
た
部
族
連
合
の
酋
帥
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
）
46
（

。

『
北
史
』
は
、
唐
の
帝
室
を
頂
点
と
す
る
胡
族
起
源
の
貴
族
を
起
源
か
ら
表
現

し
て
、
そ
の
序
列
を
明
確
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
李
延
壽
の
「
南
北
史
」
が
目
指
し
た
こ
と
は
、
貴
族
の
家
譜
・

家
傳
、
そ
し
て
「
史
」
と
い
う
文
化
的
価
値
の
国
家
へ
の
収
斂
で
あ
っ
た
。
貴

族
の
自
律
性
、
あ
る
い
は
地
域
へ
の
規
制
力
の
も
と
と
な
っ
て
い
た
家
譜
・
家

傳
は
、
こ
こ
に
国
家
に
よ
り
統
一
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ど
の
地
域
の
何
氏
と
い

う
地
域
性
の
確
定
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
八
柱
國
・
十
二
大
將
軍
家
を
頂
点

と
す
る
北
朝
系
の
貴
族
だ
け
で
な
く
、
齊
・
梁
の
皇
室
で
あ
る
蕭
氏
な
ど
の
南

朝
系
の
貴
族
に
対
し
て
も
同
様
に
行
わ
れ
た
。『
北
史
』
だ
け
で
は
な
く
、『
南

史
』
が
必
要
で
あ
っ
た
理
由
で
あ
る
。

　

太
宗
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
た
と
い
う
。

古
よ
り
皆 

中
華
を
貴
び
夷
狄
を
賤
し
む
も
、
朕 

獨
り
之
を
愛
す
る
こ
と

一
の
如
し
。
故
に
其
の
種
落 

皆 

朕
に
依
る
こ
と
父
母
の
如
し
）
47
（

。

　

こ
の
よ
う
な
太
宗
の
規
範
の
も
と
、
唐
の
皇
帝
の
下
に
胡
漢
の
別
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
民
が
、
そ
し
て
貴
族
が
序
列
化
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
唐
の
統
一

を
尊
重
す
る
と
い
う
意
味
で
、
李
延
壽
の
「
南
北
史
」
は
「
大
一
統
）
48
（

」、
一
統

を
尊
重
す
る
と
い
う
春
秋
學
の
理
念
を
体
現
し
た
史
書
で
あ
っ
た
。
高
宗
が
、

李
延
壽
の
「
南
北
史
」
を
高
く
評
価
し
た
理
由
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

李
延
壽
の
「
南
北
史
」
は
、『
史
記
』
か
ら
始
ま
る
「
二
十
四
史
」
の
中
で
、

「
一
家
言
の
書
」
と
し
て
の
史
書
の
掉
尾
を
飾
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
で
に

李
延
壽
と
い
う
個
人
の
史
家
の
見
識
を
示
す
書
で
は
な
い
。
列
傳
に
貴
族
を
家

傳
・
家
譜
を
収
斂
し
た
際
に
、
李
延
壽
が
資
料
と
し
た
家
傳
・
家
譜
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
家
の
自
律
性
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
完
成
し
た
「
南

北
史
」
の
列
傳
に
記
さ
れ
た
貴
族
の
歴
史
は
、
あ
く
ま
で
唐
の
貴
族
と
し
て
の

起
源
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
南
北
史
」
は
、「
史
」
と
い
う
文
化
的
価

値
が
、
正
史
と
い
う
形
で
国
家
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
象
徴
す
る
史
書
な

の
で
あ
る
。

　

南
北
朝
の
各
国
家
ご
と
の
斷
代
史
の
正
史
が
存
在
し
な
が
ら
、「
南
北
史
」

が
唐
の
高
宗
に
高
く
評
価
さ
れ
た
理
由
は
、
李
延
壽
の
「
大
一
統
」
の
姿
勢
に

あ
っ
た
。
唐
の
「
大
一
統
」
へ
向
け
て
「
南
北
史
」
を
描
か
せ
る
こ
と
で
、
唐

は
南
北
朝
の
す
べ
て
の
国
家
の
正
統
性
を
継
承
す
る
こ
と
を
明
示
し
得
た
。
ま

た
、
斷
代
史
の
正
史
が
欠
け
る
ほ
ど
「
南
北
史
」
が
普
及
し
た
理
由
は
、
閉
鎖

的
婚
姻
圏
に
よ
り
保
た
れ
る
唐
の
貴
族
制
に
お
い
て
、
国
家
が
公
認
し
た
氏
族
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譜
を
ま
と
め
た
「
南
北
史
」
が
、
そ
の
基
準
と
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

唐
は
、「
南
北
史
」
の
承
認
に
よ
り
、
南
北
朝
を
統
一
し
た
唐
の
「
大
一
統
」

と
、
唐
の
「
貞
觀
氏
族
志
」
の
も
と
閉
鎖
的
婚
姻
圏
と
し
て
視
覚
化
さ
れ
る
よ

う
に
編
成
し
た
国
家
的
身
分
制
と
し
て
の
貴
族
制
の
起
源
を
史
書
と
し
て
明
示

し
得
た
の
で
あ
る
。

注

（
１

）　
『
文
獻
通
考
』
卷
一
百
九
十
二 
經
籍 

史 

南
史
八
十
卷
・
北
史
八
十
卷
に
、「
崇
文

總
目
に
、
唐
の
高
宗 

其
の
書
を
善
と
し
、
自
ら
之
が
序
を
爲
る
。
序 

今
は
闕
く
（
崇

文
總
目
、
唐
高
宗
善
其
書
、
自
爲
之
序
。
序
今
闕
）」
と
あ
る
。「
南
北
史
」
の
概
論
と

し
て
は
、
高
国
抗
「
一
部
傾
向
統
一
的
正
史
│
唐
李
延
寿
的
《
南
史
》《
北
史
》」（『
曁

南
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
一
九
八
九
│
一
、
一
九
八
九
年
）
が
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
南
北
史
」
に
関
す
る
中
国
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
梁
麗
紅
「
近
三
十
年
来
《
北
史
》

研
究
綜
述
」（『
滄
桑
』
二
〇
一
三
│
一
、
二
〇
一
三
年
）、
程
建
華
「《
南
史
》《
北
史
》

研
究
述
評
」（『
黒
河
学
院
学
報
』
二
〇
一
五
│
六
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
２

）　

浅
見
直
一
郎
「
中
国
の
正
史
編
纂
│
唐
朝
初
期
の
編
纂
事
業
を
中
心
に
」（『
京
都
橘

女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
九
、
一
九
九
二
年
）
は
、
五
代
史
は
皇
帝
・
宰
相
と
い
う
絶

対
的
な
存
在
が
調
停
・
監
視
す
る
中
で
編
纂
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、
魏
晉
期

以
降
、
貴
族
が
専
有
し
て
い
た
「
史
」
と
い
う
文
化
的
価
値
を
皇
帝
権
力
に
収
斂
す
る

た
め
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

（
３

）　
『
隋
書
』
經
籍
志
が
、
本
来
の
史
書
の
體
裁
を
左
傳
體
と
考
え
な
が
ら
も
、
唐
の
太

宗
が
国
家
事
業
と
し
て
始
め
た
正
史
の
編
纂
を
尊
重
し
、
左
傳
體
を
古
史
と
し
て
、
紀

傳
體
・
斷
代
史
を
原
則
と
す
る
正
史
の
次
に
位
置
づ
け
た
こ
と
、
お
よ
び
史
官
の
堕
落

に
対
し
て
規
範
と
成
り
得
る
目
録
の
編
纂
に
よ
り
史
學
の
再
興
を
目
指
す
独
自
な
史
學

論
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
隋
書
』
経
籍
志
の
史
学
論
」（『
東
洋
研
究
』

二
一
七
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

（
４

）　
「
南
北
史
」
の
評
価
と
普
及
に
つ
い
て
は
、
瞿
林
東
「《
南
史
》、《
北
史
》
散
論
」（『
史

学
月
刊
』
一
九
八
一
│
一
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
。

（
５

）　
（
李
）
大
師
少
有
著
述
之
志
。
常
以
、
①
宋
・
齊
・
梁
・
陳
、
魏
・
齊
・
周
・
隋
南
北

分
隔
、
南
書
謂
北
爲
索
虜
、
北
書
指
南
爲
島
夷
。
又
②
各
以
其
本
國
周
悉
、
書
別
國
竝

不
能
備
、
亦
往
往
失
實
。
常
欲
改
正
、
③
將
擬
吳
越
春
秋
、
編
年
以
備
南
北
（『
北
史
』

卷
一
百 

序
傳
）。

（
６

）　
「
索
虜
」「
島
夷
」
と
呼
び
合
っ
て
い
た
南
朝
と
北
朝
が
、
そ
の
一
方
で
文
化
的
な
交

流
を
続
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
島
夷
と
索
虜
の
あ
い
だ
│
典
籍
の

流
伝
を
中
心
と
し
た
南
北
朝
文
化
交
流
史
」（『
東
方
学
報
』
七
二
、
二
〇
〇
〇
年
）
を

参
照
。

（
７

）　

渡
邉
義
浩
「『
宋
書
』
と
南
朝
意
識
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
七
八
、
二
〇

二
〇
年
）。

（
８

）　

渡
邉
義
浩
「
北
魏
を
め
ぐ
る
史
書
の
展
開
」（『RILA

S JO
U
RN
A
L

』
八
、
二
〇

二
〇
年
）。

（
９

）　

西
魏
↓
北
周
↓
隋
を
正
統
と
す
る
魏
澹
（
撰
）『
魏
書
』
九
十
二
卷
や
、
唐
の
張
大

素
（
撰
）『
後
魏
書
』
一
百
卷
が
編
纂
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
瞿
林
東
「
関
于
魏
澹
《
魏

書
》
義
例
之
批
評
思
想
的
批
評
」（『
四
川
師
範
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
、
四
五
│
四
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
10
）　

曹
林
娣
「
関
于
《
呉
越
春
秋
》
的
作
者
及
成
書
年
代
」（『
西
北
大
学
学
報
』
哲
学
社

会
科
学
版
一
九
八
二
│
四
、
一
九
八
四
年
）、
倉
修
良
「《
呉
越
春
秋
輯
校
滙
考
》
序
」

（『
杭
州
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
一
九
九
六
│
三
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
11
）　

賀
忠
「《
四
庫
全
書
提
要
・
呉
越
春
秋
》
解
題
」（『
貴
陽
学
院
学
報
』
社
会
科
学
版

二
〇
〇
七
│
一
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
12
）　

大
ま
か
に
比
較
す
る
と
、『
南
史
』
八
十
卷
に
対
し
て
、『
宋
書
』
百
卷
・『
南
齊
書
』

五
十
九
卷
・『
梁
書
』
五
十
六
卷
・『
陳
書
』
三
十
六
卷
で
半
分
以
下
、『
北
史
』
一
百

卷
に
対
し
て
、『
魏
書
』
一
百
十
四
卷
・『
北
齊
書
』
五
十
卷
・『
周
書
』
五
十
卷
・『
隋

書
』
八
十
五
卷
で
約
三
分
の
一
と
な
る
。
ま
た
、『
南
史
』
は
恩
倖
傳
、『
北
史
』
は
西

魏
に
関
す
る
増
補
が
目
立
つ
。
な
お
、
高
敏
「
論
李
延
寿
《
南
、
北
史
》
的
規
律
性
刪
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削
失
当
」（『
史
学
史
研
究
』
二
〇
〇
二
│
二
、
二
〇
〇
二
年
）
も
参
照
。

（
13
）　

凡
八
代
、
合
爲
二
書
、
一
百
八
十
卷
、
以
①
擬
司
馬
遷
史
記
。
就
此
八
代
。
而
梁
・
陳
・

齊
・
周
・
隋
五
書
、
是
貞
觀
中
敕
撰
、
以
十
志
未
奏
、
本
猶
未
出
。
然
其
書
及
志
、
始

末
是
臣
所
修
。
臣
既
夙
懷
慕
尙
、
又
備
得
尋
聞
、
②
私
爲
抄
錄
、
一
十
六
年
、
凡
所
獵
略
、

千
有
餘
卷
。
連
綴
改
定
、
止
資
一
手
、
故
淹
時
序
、
迄
今
方
就
。
③
唯
鳩
聚
遺
逸
、
以

廣
異
聞
、
編
次
別
代
、
共
爲
部
秩
。
除
其
冗
長
、
捃
其
菁
華
。
若
文
之
所
安
、
則
因
而

不
改
、
不
敢
苟
以
下
愚
、
自
申
管
見
（『
北
史
』
卷
一
百 

序
傳
）。

（
14
）　
「
南
北
史
」
の
う
ち
、『
南
史
』
に
つ
い
て
小
説
的
な
要
素
の
強
い
こ
と
は
、
榎
本
あ

ゆ
ち
「『
南
史
』
の
説
話
的
要
素
に
つ
い
て
│
梁
諸
王
伝
を
て
が
か
り
と
し
て
」（『
東

洋
学
報
』
七
〇
│
三
・
四
、
一
九
八
九
年
）
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）　

又
從
此
八
代
正
史
外
、
更
勘
雜
史
於
正
史
所
無
者
一
千
餘
卷
、
皆
以
編
入
。
其
煩
冗

者
、
卽
削
去
之
。
始
末
修
撰
、
凡
十
六
載
、
始
宋
、
凡
八
代
、
爲
北
史
・
南
史
二
書
。

合
一
百
八
十
卷
（『
北
史
』
卷
一
百 

序
傳
）。

（
16
）　

渡
邉
義
浩
「
渡
邉
義
浩
「「
史
」
の
自
立
│
魏
晉
期
に
お
け
る
別
傳
の
盛
行
に
つ
い

て
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
二
│
四
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
17
）　

多
賀
秋
五
郎
「
古
譜
の
研
究
」（『
東
洋
史
学
論
集
』
第
四
、
不
昧
堂
書
店
、
一
九
五

九
年
、『
中
国
宗
譜
の
研
究
』
上
巻
、
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
八
一
年
に
所
収
）。

（
18
）　
『
貞
觀
氏
族
志
』
に
つ
い
て
は
、
池
田
温
「
唐
代
の
郡
望
表
」（『
東
洋
学
報
』
四
二

│
三
、
四
、
一
九
五
九
、
六
〇
年
、『
唐
史
論
攷
│
氏
族
制
と
均
田
制
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。
ま
た
、
竹
田
竜
児
「
貞
観
氏
族
志
の
編
纂
に
関
す
る

一
考
察
」（『
史
学
』
二
五
│
四
、
一
九
五
二
年
）
な
ど
も
あ
る
。

（
19
）　

崔
民
幹
は
、
太
宗
の
諱
を
避
け
、
唐
の
史
料
で
は
崔
幹
と
す
る
。
池
田
温
「
貴
族
の

没
落
」（『
唐
史
論
攷
│
氏
族
制
と
均
田
制
』
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
崔
民
幹
は
当
時
、
黃

門
侍
郞
（
正
四
品
）
で
、
山
東
五
姓
中
で
は
殆
ん
ど
唯
一
の
唐
朝
高
官
で
あ
っ
た
。
な

お
、
崔
民
幹
の
功
績
・
履
歴
に
つ
い
て
は
、
堀
井
裕
之
「
崔
民
幹
の
事
跡
と
『
貞
観
氏

族
志
』
│
「
崔
幹
（
崔
民
幹
）
墓
誌
」
を
手
掛
か
り
に
」（『
東
ア
ジ
ア
石
刻
研
究
』
三
、

二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
20
）　

川
合
安
「『
貞
観
氏
族
志
』
に
お
け
る
皇
族
の
等
級
」（『
史
朋
』
四
九
、
二
〇
一
六
年
）。

な
お
、
内
藤
湖
南
「
概
括
的
唐
宋
時
代
観
」（『
歴
史
と
地
理
』
九
│
五
、
一
九
二
二
年
、

『
内
藤
湖
南
全
集
』
八
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
『
貞
觀
氏
族
志
』

に
関
す
る
諸
研
究
に
つ
い
て
は
、
川
合
論
文
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　

貞
觀
六
年
、
太
宗
謂
尙
書
左
僕
射
房
玄
齡
曰
、
比
有
①
山
東
崔
・
盧
・
李
・
鄭
四
姓
、

雖
累
葉
陵
遲
、
猶
恃
其
舊
地
、
好
自
矜
大
、
稱
爲
士
大
夫
。
每
②
嫁
女
他
族
、
必
廣
索

聘
財
、
以
多
爲
貴
、
論
數
定
約
、
同
於
市
賈
。
甚
損
風
俗
、
有
紊
禮
經
。
既
輕
重
失
宜
、

理
須
改
革
（『
貞
觀
政
要
』
卷
七 

論
禮
樂
）。

（
22
）　

乃
詔
①
吏
部
尙
書
高
士
廉
、
御
史
大
夫
韋
挺
、
中
書
侍
郞
岑
文
本
、
禮
部
侍
郞
令
狐

德
棻
等
、
②
刊
正
姓
氏
、
普
責
天
下
譜
牒
、
兼
據
憑
史
傳
、
剪
其
浮
華
、
定
其
眞
僞
、

忠
賢
者
襃
進
、
悖
逆
者
貶
黜
、
撰
爲
氏
族
志
。
士
廉
等
及
進
定
氏
族
等
第
、
遂
以
崔
幹

爲
第
一
等
（『
貞
觀
政
要
』
卷
七 

論
禮
樂
）。

（
23
）　

山
下
将
司
「
唐
初
に
お
け
る
『
貞
観
氏
族
志
』
の
編
纂
と
「
八
柱
国
家
」
の
誕
生
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
│
二
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
24
）　
『
北
史
』
卷
一
百 

序
傳
に
、「
右
庶
子
・
彭
陽
公
の
令
狐
德
棻
、
又 

延
壽
に
啟
し
て

晉
書
を
修
め
し
め
、
茲
に
因
り
て
復
た
宋
・
齊
・
魏
の
三
代
の
事
の
未
だ
得
ざ
る
所
の

者
を
勘
究
す
る
を
得
た
り
（
右
庶
子
・
彭
陽
公
令
狐
德
棻
、
又
啟
延
壽
修
晉
書
、
因
茲

復
得
勘
究
宋
・
齊
・
魏
三
代
之
事
所
未
得
者
）」
と
あ
る
。

（
25
）　
『
北
史
』
卷
一
百 

序
傳
に
、「（
李
）
延
壽 

敬
播
と
與
に
倶
に
、
中
書
侍
郞
の
顏
師

古
・
給
事
中
の
孔
穎
逹
の
下
に
在
り
て
刪
削
す
。
既
に
家
に
舊
本
有
り
、
思
ひ
て
終
は

り
を
先
志
に
追
は
ん
と
欲
し
、
其
の
齊
・
梁
・
陳
・
周
・
隋
の
五
代
の
舊
事
の
未
だ
見

ざ
る
所
、
編
緝
の
暇
に
因
り
て
、
晝
夜 

之
を
抄
錄
す
（〈
李
〉
延
壽
與
敬
播
倶
、
在
中

書
侍
郞
顏
師
古
・
給
事
中
孔
穎
逹
下
刪
削
。
既
家
有
舊
本
、
思
欲
追
終
先
志
、
其
齊
・

梁
・
陳
・〔
周
・
隋
〕
五
代
舊
事
所
未
見
、
因
於
編
緝
之
暇
、
晝
夜
抄
錄
之
）」
と
あ
る
。

な
お
、〔　

〕
は
中
華
書
局
本
の
校
勘
記
に
よ
り
補
っ
た
。

（
26
）　
『
北
史
』
卷
一
百 

序
傳
に
、「（
貞
觀
）
十
七
年
、
尙
書
右
僕
射
の
褚
遂
良
、
時
に
諫

議
大
夫
な
る
を
以
て
敕
を
奉
じ
て
隋
書
十
志
を
修
む
。
復
た
敕
に
準
へ
て
延
壽
を
召
き

撰
錄
せ
し
む
。
此
に
因
り
遍
く
披
尋
す
る
を
得
た
り
（〈
貞
觀
〉
十
七
年
、
尙
書
右
僕
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射
褚
遂
良
、
時
以
諫
議
大
夫
奉
敕
修
隋
書
十
志
。
復
準
敕
召
延
壽
撰
錄
。
因
此
遍
得
披

尋
）」
と
あ
る
。

（
27
）　
「
五
代
史
志
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
隋
書
』
経
籍
志
の
史
学
論
」（
前
掲
）

を
参
照
。

（
28
）　

太
宗
謂
曰
、
我
與
山
東
崔
・
盧
・
李
・
鄭
舊
既
無
嫌
。
爲
①
其
世
代
衰
微
、
全
無
官
宦
、

猶
自
云
士
大
夫
、
婚
姻
之
際
、
則
多
索
財
物
、
或
才
識
庸
下
、
而
偃
仰
自
高
、
販
鬻
松

檟
、
依
托
富
貴
、
②
我
不
解
人
間
何
爲
重
之
。
且
士
大
夫
③
有
能
立
功
、
爵
位
崇
重
、
善

事
君
父
、
忠
孝
可
稱
、
或
④
道
義
淸
素
、
學
藝
通
博
、
此
亦
足
爲
門
戶
、
可
謂
天
下
士

大
夫
。
今
崔
・
盧
之
屬
、
惟
矜
遠
葉
衣
冠
、
寧
比
當
朝
之
貴
。
公
卿
已
下
、
何
暇
多
輸

錢
物
、
兼
與
他
氣
勢
、
向
聲
背
實
、
以
得
爲
榮
。
⑤
我
今
定
氏
族
者
、
誠
欲
崇
樹
今
朝

冠
冕
。
何
因
崔
幹
猶
爲
第
一
等
。
只
看
卿
等
不
貴
我
官
爵
耶
。
⑥
不
論
數
代
已
前
、
只

取
今
日
官
品
、
人
才
作
等
級
。
宜
一
量
定
、
用
爲
永
則
。
遂
以
崔
幹
爲
第
三
等
。
至
十

二
年
、
書
成
、
凡
百
卷
、
頒
天
下
（『
貞
觀
政
要
』
卷
七 

論
禮
樂
）。

（
29
）　

国
家
と
は
別
の
場
に
成
立
す
る
貴
族
の
自
律
的
秩
序
こ
そ
、
三
国
時
代
の
「
名
士
」

を
起
源
と
す
る
貴
族
の
最
も
典
型
的
な
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「
所
有
と
文

化
│
中
国
貴
族
制
研
究
へ
の
一
視
角
」（『
中
国
│
社
会
と
文
化
』
一
八
、
二
〇
〇
三
年
、

『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）、「
中
国
貴
族
制
と
封
建
」（『
東
洋
史

研
究
』
六
九
│
一
、
二
〇
一
〇
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
30
）　

西
晉
に
お
い
て
州
大
中
正
の
制
に
五
等
爵
制
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
構
築
し
た
国

家
的
身
分
制
と
し
て
の
貴
族
制
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「「
史
」
の
自
立
│

魏
晉
期
に
お
け
る
別
傳
の
盛
行
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
を
参
照
。

（
31
）　

社
会
的
な
存
在
と
し
て
の
貴
族
の
本
質
的
な
存
立
基
盤
が
、
文
化
の
専
有
に
あ
る
こ

と
は
、
渡
邉
義
浩
「
所
有
と
文
化
」（
前
掲
）
を
参
照
。

（
32
）　

唐
の
勅
撰
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
『
藝
文
類
聚
』（
類
書
、
高
祖
の
武
德
七
年
、
歐

陽
詢
奉
勅
撰
）・『
五
經
正
義
』（
經
書
、
太
宗
の
貞
觀
十
六
年
、
孔
穎
逹
奉
勅
撰
）・『
帝

範
』（
儒
敎
、
太
宗
の
貞
觀
二
十
二
年
、
太
宗
帝
御
撰
）・『
群
書
治
要
』（
政
書
、
太
宗

の
貞
觀
五
年
、
魏
徵
奉
勅
撰
）、
そ
し
て
正
史
の
編
纂
は
、
こ
う
し
た
唐
の
文
化
価
値

収
斂
へ
の
努
力
を
示
す
。

（
33
）　
『
文
苑
英
華
』
卷
七
百
五
十
四 

史
論
一
に
、
魏
徵
の
「
周
書
八
柱
國
傳
論
」
と
し
て

『
北
周
書
』
卷
十
六
の
史
臣
曰
く
が
、
す
べ
て
引
用
さ
れ
る
。『
北
史
』
が
継
承
す
る
も

の
は
、
本
文
に
引
用
し
た
「
初
め
」
以
下
の
八
柱
國
・
十
二
大
將
軍
の
新
秩
序
を
描
い

た
部
分
で
あ
る
。

（
34
）　

初
、
①
魏
孝
莊
帝
以
尒
朱
榮
有
翊
戴
之
功
、
拜
榮
柱
國
大
將
軍
。
位
在
丞
相
上
。
榮

敗
後
、
此
官
遂
廢
。
大
統
三
年
、
②
魏
文
帝
復
以
周
文
帝
建
中
興
之
業
、
始
命
爲
之
。

其
後
功
參
佐
命
、
望
實
倶
重
者
、
亦
居
此
職
。
自
大
統
十
六
年
已
前
、
任
者
凡
有
八
人
。

⑴
周
文
帝
位
總
百
揆
、
都
督
中
外
軍
事
。
⑶
魏
廣
陵
王
欣
、
元
氏
懿
戚
、
從
容
禁
闥
而
已
。

此
外
六
人
、
各
督
二
大
將
軍
、
分
掌
禁
旅
、
當
爪
牙
・
禦
侮
之
寄
。
③
當
時
榮
盛
、
莫

與
爲
比
。
故
今
之
稱
門
閥
者
、
咸
推
八
柱
國
家
。
今
幷
十
二
大
將
軍
錄
之
於
左
。
⑵
使

持
節
・
太
尉
・
柱
國
大
將
軍
・
大
都
督
・
尙
書
左
僕
射
・
隴
右
行
臺
・
少
師
、
隴
西
郡

開
國
公
李
虎
。
使
持
節
・
太
傅
・
柱
國
大
將
軍
・
大
宗
師
・
大
司
徒
・
廣
陵
王
⑶
元
欣
。

使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・
大
都
督
・
大
宗
伯
、
趙
郡
開
國
公
⑷
李
弼
。
使
持
節
・
柱
國

大
將
軍
・
大
都
督
・
大
司
馬
、
河
内
郡
開
國
公
⑸
獨
孤
信
。
使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・

大
都
督
・
大
司
寇
、
南
陽
郡
開
國
公
⑹
趙
貴
。
使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・
大
都
督
・
大

司
空
、
常
山
郡
開
國
公
⑺
于
謹
。
使
持
節
・
柱
國
大
將
軍
・
大
都
督
・
少
傅
、
彭
城
郡

開
國
公
⑻
侯
莫
陳
崇
。
與
周
文
帝
爲
八
柱
國
（『
北
史
』
卷
六
十 

李
弼 

宇
文
貴 

侯
莫

陳
崇 

王
雄
傳
）。

（
35
）　

陳
寅
恪
『
唐
代
政
治
史
述
論
稿
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
）
は
、
魏
徵
に
基

づ
き
、
こ
の
「
八
柱
國
家
」
が
西
魏
か
ら
隋
唐
ま
で
一
貫
し
て
支
配
者
集
団
で
あ
っ
た

「
關
隴
集
團
」
の
代
表
的
存
在
と
す
る
。
ま
た
、
布
目
潮
風
『
隋
唐
史
研
究
│
唐
朝
政

権
の
形
成
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
八
年
）、
浜
口
重
国
「
西
魏
の
二
十
四
軍
と
魏

同
府
」（『
東
方
学
報
』（
東
京
）
八
、
九
、
一
九
三
八
、
三
九
年
、『
秦
漢
隋
唐
史
の
研

究
』
上
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
に
所
収
）
も
、
同
様
に
、「
八
柱
國
家
」

を
西
魏
以
來
の
門
閥
で
あ
る
と
す
る
。

（
36
）　

前
島
佳
孝
「
西
魏
・
八
柱
国
の
序
列
に
つ
い
て
│
唐
初
編
纂
奉
勅
撰
正
史
に
於
け
る

唐
皇
祖
の
記
述
様
態
の
一
事
例
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
八
│
八
、
一
九
九
九
年
）。
ま
た
、
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前
島
佳
孝
「
柱
国
と
国
公
柱
国
と
国
公
│
西
魏
北
周
に
お
け
る
官
位
制
度
改
革
の
一

齣
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
四
、
二
〇
〇
六
年
）、
と
も
に
『
西
魏
・
北
周
政

権
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
に
所
収
を
参
照
。

（
37
）　

其
以
子
孫
附
祖
父
傳
之
例
、沈
約
宋
書
已
開
其
端
。
…
…
若
一
人
立
傳
、而
其
子
孫
・

兄
弟
・
宗
族
、
不
論
有
官
無
官
・
有
事
無
事
、
一
槪
附
入
。
竟
①
似
代
人
作
家
譜
、
則

自
魏
收
始
。
…
…
乃
南
北
史
仿
之
而
更
有
甚
者
。
…
…
南
北
史
則
竝
其
子
孫
、
仕
於
列

朝
者
、
倶
附
此
一
人
之
後
。
遂
使
一
傳
之
中
、
南
朝
則
有
仕
於
宋
者
、
又
有
仕
於
齊
・

梁
及
陳
者
。
北
朝
則
有
仕
於
魏
者
、
又
有
仕
於
齊
・
周
・
隋
者
。
…
…
其
意
以
爲
簡
括
、

而
②
不
知
究
非
史
法
也
（『
二
十
二
史
箚
記
』
卷
十 

南
北
史
子
孫
附
傳
之
例
）。

（
38
）　

宮
岸
雄
介
「
李
延
寿
の
史
学
観
│
通
史
と
い
う
書
法
を
め
ぐ
っ
て
」（『
富
士
大
学
紀

要
』
三
一
│
二
、
一
九
九
八
年
）
は
、「
南
北
史
」
で
尊
重
さ
れ
た
通
史
の
體
例
が
、

唐
中
期
の
『
史
記
』
の
復
権
に
繋
が
っ
た
と
指
摘
す
る
。

（
39
）　

太
祖
高
皇
帝
諱
道
成
、
字
紹
伯
、
姓
蕭
氏
、
小
諱
鬬
將
。
漢
相
國
蕭
何
二
十
四
世
孫

也
（『
南
齊
書
』
卷
一 

高
帝
紀
上
）。

（
40
）　

高
祖
武
皇
帝
諱
衍
、
字
叔
逹
、
小
字
練
兒
、
南
蘭
陵
中
都
里
人
。
漢
相
國
何
之
後
也

（『
梁
書
』
卷
一 

武
帝
紀
上
）。

（
41
）　

據
齊
・
梁
紀
錄
、
竝
云
出
自
蕭
何
。
又
編
御
史
大
夫
望
之
以
爲
先
祖
之
次
。
案
何
及

望
之
於
漢
倶
爲
勳
德
。
而
望
之
本
傳
不
有
此
陳
、
齊
典
所
書
、
①
便
乖
實
錄
。
近
②
祕

書
監
顏
師
古
、
博
考
經
籍
、
注
解
漢
書
、
已
正
其
非
。
今
隨
而
改
削
云
（『
南
史
』
卷

四 

齊
本
紀
上
）。

（
42
）　

師
古
曰
、
近
代
譜
諜
妄
相
託
附
、
乃
云
望
之
蕭
何
之
後
、
追
次
昭
穆
、
流
俗
學
者
共

祖
述
焉
。
但
酇
侯
漢
室
宗
臣
、
功
高
位
重
、
子
孫
・
胤
緖
具
詳
表
・
傳
。
長
倩
鉅
儒
逹

學
、
名
節
竝
隆
、
博
覽
古
今
、
能
言
其
祖
。
市
朝
未
變
、
年
載
非
遥
、
長
老
所
傳
、
耳

目
相
接
。
若
其
實
承
何
後
、
史
傳
寧
得
弗
詳
。
漢
書
既
不
敍
論
、
後
人
焉
所
取
信
。
不

然
之
事
、
斷
可
識
矣
（『
漢
書
』
卷
七
十
八 

蕭
望
之
傳
）。
な
お
、
顏
師
古
の
『
漢
書
』

注
が
、
異
聞
を
排
し
、『
漢
書
』
に
基
づ
き
『
漢
書
』
を
解
釈
し
た
こ
と
は
、
渡
邉
義

浩
「
班
孟
堅
の
忠
臣
│
顔
師
古
『
漢
書
』
注
に
み
る
「
史
」
の
「
経
」
へ
の
回
帰
」（『
東

洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
七
二
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
43
）　

石
見
清
裕
「
唐
の
建
国
と
匈
奴
の
費
也
頭
」（『
史
学
雑
誌
』
九
一
│
一
〇
、
一
九
八

二
年
）。

（
44
）　

高
敏
「
李
延
寿
与
《
南
北
史
》」（『
学
習
与
探
索
』
二
〇
〇
二
│
二
、
二
〇
〇
二
年
）。

ま
た
、
高
敏
「《〈
南
北
史
〉
掇
瑣
》
序
」（『
史
学
史
研
究
』
一
九
九
九
│
一
、『
南
北

史
考
索
』
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
に
所
収
）
も
参
照
。

（
45
）　

熊
谷
滋
三
「『
魏
書
』
と
『
北
史
』
の
爾
朱
栄
傳
に
つ
い
て
」（『
史
滴
』
二
七
、
二

〇
〇
五
年
）。
な
お
、
張
峰
「
史
学
理
論
視
野
下
的
唐
修
正
史
探
析
」（『
求
是
学
刊
』

二
〇
一
八
│
六
、
二
〇
一
八
年
）、
李
彪
「
李
弇
後
裔
的
遷
徙
経
歴
与
文
化
伝
承
│
《
北

史
・
序
伝
》
読
後
」（『
社
会
科
学
戦
線
』
二
〇
一
九
│
六
、
二
〇
一
九
年
）
も
参
照
。

（
46
）　

直
江
直
子
「『
魏
書
』
の
時
代
と
『
北
史
』
の
時
代
」（『
富
山
国
際
大
学
紀
要
』
七
、

一
九
九
七
年
）。
な
お
、
李
彪
「《
北
史
》
中
的
宗
族
与
北
朝
歴
史
系
統
│
兼
論
中
華
文

明
長
存
不
衰
的
歴
史
原
因
」（『
中
国
社
会
科
学
』
二
〇
一
六
│
五
、
二
〇
一
六
年
）
も

参
照
。

（
47
）　

自
古
皆
貴
中
華
賤
夷
狄
、朕
獨
愛
之
如
一
。故
其
種
落
皆
依
朕
如
父
母
（『
資
治
通
鑑
』

卷
一
百
九
十
八 

唐
紀 

貞
觀
二
十
一
年
條
）。

（
48
）　
「
南
北
史
」
に
唐
の
「
大
一
統
」
の
気
風
の
影
響
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
穆
徳

全
「
唐
初
河
北
史
家
李
延
寿
的
南
北
統
一
観
及
其
《
南
史
》《
北
史
》」（『
河
北
大
学
学

報
』
一
九
八
六
│
四
、
一
九
八
六
年
）、
陳
冬
冬
・
鄭
振
捷
「《
南
史
》、《
北
史
》
傾
向

統
一
的
歴
史
観
及
其
得
失
」（『
社
科
縦
横
』
二
一
│
五
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

こ
う
し
た
見
方
へ
の
反
論
に
は
、
謝
保
成
「
傾
向
統
一
不
是
《
南
史
》
与
《
北
史
》
的

主
題
」（『
北
京
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
一
九
九
〇
│
二
、
一
九
九
〇
年
）
が
あ

る
。




